
決
算
額
が
過
去
最
高
に

79億3,040万円

77億2,297万円

自
主
財
源

依
存
財
源

町税 25億5075万円 31.5%

35億1819万円
43.4%

45億8837万円
56.6%

民生費 
32億2028万円
40.6%

総務費 
10億5533万円
13.3%

衛生費 
9億5635万円
12.0%

教育費 
7億8768万円
9.9%

公債費 
7億4289万円
9.4%

諸収入 3億16万円 3.7％
繰越金 2億743万円 2.6％

歳入

歳出
（目的別）

使用料及び手数料
 1億8988万円 2.3％

その他 2億6997万円 3.3％

その他 3億4602万円 4.3％

県支出金 4億7870万円 5.9％

国庫支出金 7億574万円 8.7％

町債 8億1760万円 10.1％

地方交付税 22億4031万円 27.6％

議会費 1億1431万円 1.4％ その他 2600万円 0.4％
農林水産業費 1億9503万円 2.5％

消防費 2億9311万円 3.7％

土木費 5億4251万円 6.8％

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
総
額
81
億
６
５
６
万
６
８
２
２
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
79
億
３
３
４
９
万
６

８
３
７
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
１

億
７
３
０
６
万
９
９
８
５
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
総
額
は
初
め
て
80
億
円
を
超
え
、

歳
出
総
額
に
つ
い
て
も
３
年
連
続
で
決

算
額
の
増
加
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

※

常
収

支
比
率
は
84
・
９
％
か
ら
85
・
３
％
へ

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
硬
直
化
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
22
億
４

０
３
１
万
円
（
１
・
５
％
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
の
自
主
財
源
の
お
よ
そ
７
割
を
占

め
る
町
税
は
25
億
５
０
７
５
万
円
、
固

定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え

に
伴
い
調
定
額
が
下
が
り
ま
し
た
が
、

税
制
改
正
に
よ
り
個
人
住
民
税
が
増
収

と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
０
・
５
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
が
11
億
６
６
０

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
で
行
わ
れ
、

提
案
さ
れ
た
議
案
13
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
万
円
で
、
７
１
６
８
万
円
の
減
額
（

２
・
１
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
職
員

数
は
、
こ
の
７
年
間
で
約
40
名
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
９
億
４
７
６
３

万
円
で
、
２
億
５
５
８
９
万
円
の
増
額

（
３
・
７
％
増
）
で
す
。
平
成
15
年
度

以
降
で
み
る
と
、
24
年
度
は
最
大
の
事

業
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
事
業
は
、
れ
い
ん
ぼ
ー
幼

児
園
の
建
設
・
須
恵
中
学
校
の
校
舎
耐

震
補
強
・
役
場
庁
舎
の
空
調
設
備
改
修

の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
や
す
ら
ぎ
会
館
と
九
州

自
動
車
道
の
間
に
整
備
し
た
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
な
ど
で
す
。

　

24
年
度
の
特
別
会
計
等
へ
の
繰
出
金

は
11
億
８
１
８
３
万
円
で
、
前
年
度
に

引
き
続
き
11
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
24
年
度
は
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
な
く
、
基
金
残
高
を
27
億
１
１
０

０
万
円
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
は
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

９月
定例会

一般会計決算（歳出総額）

全員賛成で認定

7 9億 3 3 4 9 万円
前年度比 2.7％増

平成
25年度

開会を宣言する三⻆議長

※
経
常
収
支
比
率

　

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
通
常
経
費

に
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
通

常
の
財
源
が
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
た
か

を
見
る
指
標
で
、
比
率
が
低
い
ほ
ど
財

政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
糟
屋
地
区
の
市
町
の
平
均
（
平

成
24
年
度
）
は
、
約
87
・
３
％
で
す
。

平成24年度

平成24年度決算の概要と議決結果
会    計   名 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額 議決結果

一  般  会  計 81億 656万円 79億3349万円 1億7307万円 全員賛成で認定

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 31億3829万円 31億3204万円 625万円 全員賛成で認定

後 期 高 齢 者 医 療 2億5037万円 2億3822万円 1215万円 全員賛成で認定

公 共 下 水 道 事 業 10億3930万円 10億3184万円 746万円 全員賛成で認定

農業集落排水事業 8057万円 7697万円 360万円 全員賛成で認定

水
道
事
業

会　
　

計

収 益 的 5億8100万円 5億3010万円 5090万円 全員賛成で認定

資 本 的 3449万円 2億 867万円 △1億7418万円 全員賛成で認定

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
決
算
資
料
等
は

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
そ
の
他

証
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
の
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
関
連
す

る
事
務
の
処
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

23
年
度
に
比
べ
、
歳
入
で
は
地
方
交

付
税
・
町
債
・
諸
収
入
の
増
が
大
き
い
。

ま
た
、
財
産
収
入
は
１
億
７
２
０
５
万

８
千
円
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
よ
り
不
納
欠
損
額
が
減
っ
て
い

る
が
、
不
景
気
の
経
済
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
収
入
未
済
額
も
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
た
め
、
収
納
事
務
の
強
化
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

24
年
度
末
の
町
債
残
高
は
増
加
し
て

い
る
が
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
24

億
２
９
２
８
万
１
千
円
が
確
保
さ
れ
、

財
政
運
営
の
努
力
は
評
価
さ
れ
る
。

　

政
府
の
経
済
対
策
に
依
存
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
町
独
自
の
さ
ら
な
る
財
政
運

営
に
努
力
邁ま
い

進し
ん

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

〜
決
算
審
査
意
見
書
要
旨
〜

　

平
成
24
年
度
須
恵
町
一
般
会
計
、
特

別
会
計
な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
が

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、

そ
の
結
果
が
意
見
書
と
し
て
９
月
３
日
、

町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 町

独
自
の
財
政
運
営
で

◀
町
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
百
田
監
査
委

員
（
写
真
中
央
）
と
藤
石
監
査
委
員
（
写

真
左
）

決
算
審
査

意
見
書

歳 入

歳 出

一般会計歳入総額 81 億 656 万円

一般会計歳出総額 79 億 3349 万円
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